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The Potential of the SDGs Nexus as a Guideline 
for an Integrated Approach  
―A Sketch of the Nexus among Development Goals 





本研究は、2015 年 5 月の国連持続可能開発サミット成果文書「我々の世界を変革する：













                                                   
1 昭和女子大学現代ビジネス研究所研究員 




4 United Nations(2017)。和訳は総務省（2017）。 
5 United Nations(2015b)、p2 































                                                   
6 体系的に把握するとは、例えば A→B→C→D のように個別要素を原因・結果の関係性として系統的に
まとめ理解することである。 





















データレベルの 3 つに区分した。  
3 段階は次の通りとなる。第 1 ステップは A 層の鍵単語レベル、第 2 ステップは A 層の

















                                                   
9 具体的には、後述する図 1 マネージメント・サイクルの①～④のプロセスで時間短縮をもたらす。 







































る（United Nations ESCAP、2019）。19 世紀頃から既に議論がある農村・都市ネクサス
（Rural Urban Nexus、以下、RUN）」は、空間領域を農村・都市に置く。制度的に農村
と都市が切り離され、農村から成長する都市への人口の移動と食料の供給、商品流通や交
                                                   
13 図 1 は、筆者が田崎・遠藤のモデルに④ネクサス・アプローチの決定を追加した。また、赤字はマネ
ージメントモデルとして OODA ループも追加した（赤字の 4 つのプロセスの英単語の頭文字を繋げた
もの）。PDCA サイクルが一般的であるが、簡単に言えば、PDCA は諸条件の変更がないことを前提に
したものに対して OODA は想定外の変化を想定 
した対応プロセスである。SDGs の開発目標の解決等の取組みは後者の性質に近いので、マネージメン




















































に見立てる。さらに SDIs の下位層に SDIs の計
量データである SDVs（Sustainable Development Variables）を置く。SDVs のデータを








（出所）Global Sustainable Development Report 2015E dition Advanced
        United Version, Figure ES-0-2. Links among SDGs through
        their targets, based on scientists' assessment, p22
図2 開発目標のネクサス







その一方で、白井の SDGs の構造分析は、これらと着眼点が異なる。17 の開発目標を、


























                                                   
























本稿（第 1 ステップ）で検証する範囲は、マネージメント・サイクルでは図 1、SDGs の
階層的なとらえ方では図 3 で、どちらも水色で示した箇所である（図 1 ①ネクサスの発





ターゲット等の構成（注 7 参照）や、これらとターゲット毎の進捗目標の関係が BSC の
基本構成（図 4）と親和性が高いことによる 16。 
BSC は、経営学での事業活動の戦略立案に関する概念である。1992 年ロバート・S・キ

















け BSC を策定し、アクションプランに基づいた活動の中で適宜 KPI、KSF、KGI を参照
                                                   





＜視点＞ ＜受託者＞ ＜顧客＞ ＜内部プロセス＞ ＜学習・成長＞
KGI 重要目標達成指標 重要目標達成指標 重要目標達成指標 重要目標達成指標
KSF 重要成功要因 重要成功要因 重要成功要因 重要成功要因
KPI 重要業績評価指数 重要業績評価指数 重要業績評価指数 重要業績評価指数




































○ ○ ○ ○ ○
顧客価値要素
○ ○ ○ ○ ○
受託者管理





















その作業手順は、以下の通りである。図 4 に示した BSC シートのビジョン・理念、ミッ
ション・戦略、KGI、KSF、KPI、を参考に、筆者独自のブランク BSC シートを作成、そ











                                                   
17 目標 3、目標 4、目標 5、目標、6、目標 7、目標 8、目標 16 は当事者が記載されているが、目標 5 以
外は、すべての人々を対象とする記載のため具体的な当事者が分からない。目標 5 のみ「女性及び女
児」の具体的な当事者が記載されている。 

























第 1 に、ターゲット総数 169、1 ターゲット当りの進捗指標数は 1.4。ビジョン毎でⅠ
～Ⅳの順に 1.6、1.3、1.5、1.3（表 2 緑参照）となっている[(1)-①]。この進捗指標数は、
KPI である進捗指標の数に対するターゲット数の割合である。進捗指標の総数が 244、
ターゲット数が 169 なので、244÷169 で約 1.4 となる。同様の計算方法で算出したのが
ビジョン毎の数値である。尚、進捗指数のカウントは、指標仮訳（総務省（2017））に記




を 1 つとしてカウントする）。 
第 2 に、ターゲット総数 169 の内、定量的ターゲット 19、定性的ターゲット 150、対
総数の割合は順に 11%、89％（表 2 水色参照）となっている[(1)-②]。 
第 3 に、ターゲット当事者は 41 種類（表 2 黄色）である[(1)-③]。 
第 4 に、17 目標の内、記述された当事者のトップは、11 の印＝開発目標が該当した
各国と後発途上国で対全目標の割合は 65％。次いで開発途上国（10 の開発目標 59％）、
小島嶼開発途上国（7 の開発目標 41％）の順（表 2 橙）である[(1)-④]。 
第 5 に、当事者の記述が多い開発目標は、目標 2 飢餓の 16 の当事者で対総数 37％。
以下、目標 4 教育の 10 の当事者 23％、目標 3 保険、目標 8 経済成長と雇用、目標 9 イ









                                                   
19 総務省（2017）、1 頁。 






 前述の(1)分析単位の定量的な理解（（1）-⑤）、つまり、表 2 の縦並びの見方である。ネ





5 に示した繋がりのことである。ひとつには、図 5 の水色の通り当事者の共有する生活基
盤で何らかの因果性や相関性を持つ関係性のまとまりで、例えば先行研究で確認した人と
社会の生存基盤のひとつである WEFEN のようなものである。もうひとつには、図 5 の黄
色の通り、当事者の活動や行動によりその範囲やその周辺で生じる因果性や相関性を持つ













































印の数を見ると印 2 つ以上(赤、青の数字)が 21 あり繋がりがあることを示す。逆に、繋が
りがない＝印 1 つは 20。条件①を満たすのは後者。前者があるため、この時点で仮説は成
り立たなくなる。 
念のため、繋がりが確認できた 21 の関係性を確認しよう。表 2 の右端合計欄の 2～3（青
字）の繋がりは、開発目標間を繋ぐストーリーが思いつきやすい。体系としての繋がり方







ーやその関係性の特徴も相関や因果が絡まっていそうだ 。ビジュアルにすれば図 2 の蜘
蛛の巣状の様相であり、それに沿ったストーリーの存在、そして絡み合いを感じさせる。 















































可能性がある。例えば表 2 に当事者として抽出した「企業」。「SDGs 経営」を標榜して、
「社内共通認識の醸成、重点事項の選定、目標設定と進行管理、経営戦略の構築、発信等
のすべての経営プロセスに世界の共通言語 SDGs を使う経営」（笹谷（2019）、263 頁）へ
舵を切る動きがある 22。開発目標の課題をビジネスチャンスとして事業活動に取込み、社
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